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スターター チームＡ： ４ １０ １３ １４ １５ 
 チームＢ： ５ ７ ８ １１ １５ 
ディフェンス チームＡ： □ マンツーマン  ■ ゾーン（  ２－３  ） □ その他（        ） 
(試合開始時) チームＢ： ■ マンツーマン  □ ゾーン（       ） □ その他（        ） 

 
 能代カップに初めてドイツから参加したＢＧ７４の初戦。そのプレーに注目が集ま

り，観客席もほぼ満員となった。 

 第１Ｑ立ち上がり，ＢＧ７４は２－３ゾーンＤＦ，市立船橋はマンツーマンＤＦでスタ

ート。ＢＧ７４は１９９㎝の⑭ダウネが高さを生かし，ゴール下を決める。一方，市

立船橋は⑧簗瀬が外からジャンプシュート，３Ｐを決める。ＢＧ７４は序盤やや硬さ

が見られたものの，積極的に１対１を仕掛け，⑩ニースのカットインなどで確実に

加点。市立船橋は早いパス回しから内や外のシュートを打つが，相手の高さを意

識してか，なかなかシュートが決まらず苦しい展開。残り３分過ぎから⑯久保の速

攻などで返し，１９－１３とＢＧ７４リードで終了。 

 第２Ｑに入ると，ＢＧ７４は２１０㎝の⑮ボスがポストプレーから得点，またはチャ

ンスを作り，確実に得点を重ね，試合の主導権を握る。その後も⑩ニースの３Ｐ，

⑬バンチコフのカットインなどで加点する。市立船橋はリバウンドを支配され，シュ

ートも決まらず３分半，得点なし。ようやく⑰神がドライブインを決めるも，ミスが多

くなってしまい，リズムをつかめない。４１－２１とＢＧ７４が差を広げ，前半終了。 

 後半，市立船橋はＤＦを２－３ゾーンＤＦにし，インサイドを固める。これが功を奏

し，ＢＧ７４⑮ボスのポストプレーを封じ，徐々にリズムをつかむ。⑮中山のジャン

プシュートやゴール下，⑰神のジャンプシュートや速攻などで追撃する。ＢＧ７４は

攻め手を欠き，ターンオーバーが続く。第３Ｑ残り２分で市立船橋が８点差まで詰

めるが，そこからミスが続いてしまい，５０－３８とＢＧ７４が１２点リードで終了。 

 第４Ｑに入っても市立船橋は踏ん張り，④福田が３Ｐを２本連続で決め，４４－５

０まで追い上げる。しかし，ＢＧ７４は⑮ボスにボールを集め，高さを生かしたポス

トプレーで連続得点。市立船橋は⑧簗瀬がカットインや３Ｐを決め，追いすがるが

差を広げられてしまう。残り２分でＴＯを取り，オールコートプレスをかけるが，ＢＧ

７４は落ち着いた試合運びでこれをかわし，１０点差で逃げ切った。 

注意 : 文面には試合内容のみご記入下さい。 


